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第 2 章 データ蓄積型データベースの構築

Chapter 2 ｜データ蓄積型データベースの構築

▶︎ 見積フォーム画面

① メニューフォームのテキストボックスに「20100100」と入力して、「見積 ID で検索」
ボタンを押します。

② 「見積フォーム」が開き、見積 ID「20100100」のデータが表示されます。

「見積フォーム」は、右上のボタンの種類以外は見積新規登録フォームとほぼ同じで
す。このような場合は、新規登録フォームと同じフォームを使用し、プログラムを
使って表示するボタンを変更します。

▶︎ 見積データの更新

① 「見積フォーム」のレコードを使って、顧客情報を変更します。顧客 ID の右にある
「検索」ボタンを押します。

P o i n t

▷共通のフォームを使う利点
•	 	統一した操作方法でデータを入
力・変更できるので、ユーザーが
短期間で操作を覚えることが可
能です。

•	 	共通のフォームを使用すること
で、システムが変更になったと
きにも変更する箇所が少なくて
済みます。
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データ蓄積型データベースの構築｜ Chapter 2

② frm 003（顧客検索フォーム）が開きます。 『鎌尾 謙吉郎』をダブルクリックします。

③ 顧客情報の変更ができました。

④ 商品を追加します。新規レコードの「検索」ボタンをクリックします。

⑤ frm 001「商品検索フォーム」が開きます。テキストボックスに『スイッチ』と入力し
て、「Enter」キーを押します。

⑥ 『スイッチ』という文字列を含む商品のみが表示されます。


